
（公社）土木学会 平成 29年度 地盤工学セミナー 

「建設工事における発生土の利用と自然由来の重金属等の問題」 

 

○主催：（公社）土木学会 地盤工学委員会 

○後援：（公社）地盤工学会（依頼中） 

○協力：（公社）土木学会建設技術研究委員会土壌・地下水汚染対策研究小委員会 

○日時：2018年 1月 12日（金）13:00～17:00 

○場所：（公社）土木学会講堂（東京都新宿区四谷一丁目外濠公園内） 

○定員：100名 

○参加費：3000円（会員価格） 

〇土木学会継続教育（CPD）認定プログラム 

○申し込み方法： 土木学会 HP ホームページ（http://www.jsce.or.jp/event/active/information.a

sp）から申込できます。 

○申込締切日：2018年 1月 5日（金） 

○問い合わせ先：土木学会地盤工学委員会（事務局担当：橋本剛志） 

E-mail: hashimoto@jsce.or.jp ／ TEL: 03-3355-3559（直通） 

 

 

プログラム（予定） 

 

１．開会挨拶ならびに趣旨説明(13:00～13:15) 

勝見 武（土木学会地盤工学委員会委員長・京都大学） 

２．建設リサイクルの推進と発生土の利用に関する取り組みについて(13:15～14:00) 

井上 直（国土交通省総合政策局公共事業企画調整課環境・リサイクル企画室課長補佐） 

３．土壌汚染対策法の改正と自然由来の重金属等を含む土壌の取り扱いについて(14:00～14:45) 

中村雄介（環境省水・大気環境局土壌環境課課長補佐） 

休憩(14:45～15:00) 

４．自然由来重金属等含有土への対応の基本(15:00～15:45) 

品川俊介（国立研究開発法人土木研究所） 

５．自然由来重金属等含有土の活用に向けた試験・評価法について(15:45～16:30) 

保高徹生（国立研究開発法人産業技術総合研究所） 

６．総合討論(16:30～16:55) 

７．閉会挨拶(16:55～17:00) 

    桑野玲子（土木学会地盤工学委員会副委員長・東京大学） 

総合司会 小澤一喜(地盤工学委員会 幹事長・鹿島建設) 

 

 

 


